
10 20

不二羽島文化センター みのぎくホール

1983年毎日新聞入社、津支局、中部報道部（名古屋）を

経て92年に東京社会部へ。いじめ、引きこもり、薬害エイ

ズ、児童虐待、障害者虐待などに取り組む。社会部副部長、

夕刊編集部長などを経て2009年から論説委員。元千葉県障

害者差別をなくす研究会座長、社会保障審議会障害者部会

委員、内閣府障害者政策委員会委員。主な著書に「障害者

のリアル×東大生のリアル」（ぶどう社）「あの夜、君が

泣いたわけ」（中央法規）がある。

■講師プロフィール

岐阜羽島ボランティア協会事務局 岐阜県羽島市竹鼻町狐穴719-1
Tel（058）393-0751 Fax（058）393-1218 Email info＠volavola.org

■申込み・お問い合わせ

参加費無料 要申込

今年度、シリーズで開催している研修会の第4回目は、新聞記者の傍ら障がい児者

の虐待防止や権利擁護にも取り組んでおられる野澤氏を講師にお迎えします。

障がい児者を取り巻く現状と課題から、地域共生社会の在り方を考えましょう。

主催：岐阜羽島ボランティア協会

Vol.4

（公財）日本社会福祉弘済会助成事業

後援：岐阜県・羽島市・岐南町・笠松町・岐阜県教育委員会・岐阜県社会福祉協議会
岐阜県精神保健福祉士協会・ぎふハチドリ基金

裏面の申込用紙に必要事項を記入の上、下記までお申込ください。（電話、FAX、メール可）
メールの方は、本文に必要事項をご記入ください。

（13：00～受付）13：30～16：30

月 日（土）

【プログラム】
13：30～15：00 講演
15：15～16：30 パネルディスカッション

講師：毎日新聞 論説委員 野澤 和弘 氏

■パネリスト（予定）

・ぎふNPOセンター 有田朗さん

・キッズスクエア瑞穂 椙浦良子さん

・中央子ども相談センター 大野勇悟さん

・元医療少年院SW 今井真美さん

～岐阜県の地域共生社会の課題と展望～



・名鉄竹鼻線 羽島市役所前駅から徒歩約15分
・名鉄竹鼻線 竹鼻駅から徒歩約15分
・東海道新幹線 岐阜羽島駅からタクシーで約5分
・名神高速 岐阜羽島I.C.から車で約8分

氏 名 連絡先（電話・メール等） 職業・所属等

❒研修会当日、質疑応答の時間を設けております。
講師への質問などございましたら、下記にご記入ください。

※以下の職種に該当する方は
〇を付けてください。

・自治体職員
・司法
・福祉
・子育て
・医療
・生活困窮
・その他（ ）

■会場案内図

■参加申込用紙

◆今後の研修会のご案内

きりとり

・下記に必要事項を記入の上、ボランティア協会事務局（FAX058-393-1218）までお申し込み下さい。

不二羽島文化センター
（羽島市竹鼻町丸の内6-7）

※駐車スペースに限りがありますので、
できるだけ乗り合わせの上お越し下さい。

※頂いた個人情報は本研修会のみの資料といたします。

日時：2019年2月10日（日）13：30～

場所：不二羽島文化センターみのぎくホール

「地域で支えるしくみづくりを岐阜から」

基調講演＆パネルディスカッション

講師：羽島市長 松井聡氏

パネリスト：調整中

第5回

詳細はチラシ、HP等でご案内いたします。
※内容は変更になることがあります。


